
 
 

内水ハザードマップの策定について 
 
１ 内水ハザードマップとは 

  内水ハザードマップは、大雨時に想定される下水道や水路に起因した浸水区域や水深

などの様々な情報をまとめたマップです。 

  河川からの氾濫による浸水区域などを示した洪水ハザードマップが既に公表されてい

ますので、併せて浸水ハザードマップとして公表します。 

 

２ 策定の目的 

  近年、局地的集中豪雨が増加し、各都市で大きな被害をもたらしています。横浜市で

も下水道の整備水準を超える雨が増加しており、浸水被害のリスクが高まっています。 
これまで進めてきた雨水幹線等のハード整備とあわせ、ソフト対策の一つとして内水

ハザードマップを策定、公表することで、市民の水害に対する防災意識を高め、自助や

共助を促し、被害の最小化を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 策定の経緯 

 項目 H23 H24 H25 H26 

1 年目 基礎調査     

2 年目 シミュレーション実施     

3 年目 公表に向けた調整     

【参考】 

南部方面：中、南、港南、磯子、金沢、戸塚、栄、泉、瀬谷 

  北部方面：鶴見、神奈川、西、保土ケ谷、旭、港北、緑、青葉、都筑 

 

４ マップの構成と公表方法 

(1) 浸水（洪水・内水）ハザードマップの構成 

①既存の洪水ハザードマップと内水ハザードマップを並列に記載 

②浸水した際に危険な道路の地下通路を記載 

③洪水と内水の違いや雨水ますの清掃など日頃からの備えについて記載 

(2) マップの作成・公表方法 

①マップは行政区ごとに作成し、マップとインターネットで公表する。 

 

５ 策定・公表へ向けた今後のスケジュール 

・素案確定（９月中） 

・市民意見募集（10 月１日～10 月 31 日） 

・策定・公表（南部方面：平成 25 年度末、北部方面：平成 26 年度末） 
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浸水被害の最小化

ハード整備 
・雨水幹線の整備 
・ポンプ場の整備 
・貯留・浸透施設の整備 

など

ソフト対策 
・ハザードマップの活用 
・雨量情報の提供 
・土のうの配布 

など
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